
2011.3.18(金) 災害対策本部資料

9時10分 ～

報告事項

打ち合わせ(TV会 議システム)

1.学 生部

3/17(木)22;00現 在 の状 況

(1)十 樋 キ ャンパ スの宿 泊学 生9名(男 子5名 、女子4名)

近畿 日本 ツー リス ト社 員(青 山学 院 大学OB)に よ り、ホテ ルへ の宿 泊 手続 き をす す めて い

る。

(2)学 生安 否確 認

7,239名 の リス トが確 認 された

2.多 賀城キ ャンパス

(1)避 難市民105名(う ち本学学生10名)

多賀城市よ り支援物資(飲 料水 ・コッペパンなど)が 届いている

(2)NTTよ り非常用電話5台 設置(発 信のみ可)

キャンパ ス内の電話は外線が使えな い

(3)「TGUキ ャンパス施設被災特別調査委員会」の設置

理事長 ・学長の承認があ り、活動 を開始

(4)施 設管理者の管理責任 につ いて

3/19(土)～3/21(月)の3日 間のみ施設部長か ら工学部長に変更 してほ しい→保留

3.施 設部

(1)本 日7号 館煙突 を切断 ・切除す る}定

(2)多 賀城キャンパスの建物確認→大林組へ依頼

4.就 職部

(1)震 災当日、公務員講座 を行 っていたが、参加者全員無事

(2)事 業所等よ り、就職 関係の問い合わせが多数きている

5.総 務部長

(1)災害対策本部室の責任者

9:00～13:00佐 々木哲夫宗教部長

(2)災 害対策本部室の機能停止 日

3/19(土)～3/21(月)

停止中の緊急連絡先

13二 〇〇～17:00斎 藤 誠副学 長



柴 田副 学 長090-

斎 藤 副 学 長090-

日 野 総 務 部 長0

(3)本 学の問い合わせ窓 口(4箇 所)

災害対策本部室→

入試課 →受験生、新入生、保護者

学生課 ・教務課→在学生

総務課 →安否確認

(4)今 後 の打ち合わせ予定

本 日午後の災害対策会議は実施せず。次回打ち合せは、3/22(火)9:00に 行 う。

状況経過

ll:30学 院 中学 ・高校 の状 況 報告(永 井校 長 よ りTELあ り)

・生 徒10名(校 舎 内7名 、寄宿 舎3名)が 滞 在 中

・水道 は出 るよ う にな った が 、飲 料 不 可。検 査 中(3/17 18:00現 在)

ll:50遠 藤文学部長よ りTELあ り

・キ リス ト教学科学 生は全員無事(原 口学科 長よ り連絡あ り)

・英文学科 の遠藤裕一先生、中西先生は無事

11:55庶 務部長よ り報告

・立教大学の平塚先生(キ リス ト教 同盟理事)よ り

か」 との問い合わせがあった

「お見舞 いと何かできることはない

13:45総 務部長

・土樋キャンパス宿泊学生9名 をホテル宿泊することにした

・職員の夜勤務 は本 日まで行 う

15:30「 災害対策本部室の閉鎖」案内20枚 を正門警備室へお渡 し(斎 藤副学長)

16:203キ ャ ンパ ス打 ち合 わせ(TV会 議 システ ム)
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16時20分 ～3キ ャンパス打ち合わせ(TV会 議 システム)

報告事項

1.多 賀城キャンパス

(1)学長、学長室長、宗教部長が視察のため来学 した

(2)安 否確認

学部生1,326名 、大学院生41名 、研究生1名

教職員は全員無事

(3)学 内電話の外線使用が可能 とな った

2.泉 キャンパス

(1)立 入 り禁 止の掲示板 を設置 した

(2)安 否確認

3.土 樋キャンパス

(1)安 否確認

・学 生 安否確認のメールが約3 ,000通 届いてお り、確認中

・教員L樋1名 、泉7名 が未確認

・職員 全員無事

(2)施 設部長

・土樋キ ャンパス7号 館 の煙突 を1/3撤 去 した。残 り2/3は 明 日行 う。施設課職員の宿泊

は、本 日よりな し。7号 館北側道路の通行 止めは明 日まで行 う。

・多賀城キャンパスのボイラー煙突 に亀裂が入 り危険。撤去する予定。

(3)柴 田副学長

・本 日10:30よ りホームページを携帯で見 られ るようになった

・十樋キャンパス宿泊の学生は今晩 まで大学 に泊まる。明 日以降はホテル に宿泊する

・土樋キャンパス施設の出入 りにつ いて、対策本部の判断で短時間限定的に認める場合も

あった(3/14～3/21は 不可)。

・学 長名でホームページ上に以下の文書を掲載 予定

「東北 ・関東大震災で被災された東北学院関係者の皆様へ」

「東北学院大学の学生のみな さんへ」

・カウンセ リングセ ンター名で、ホームページLに 心的ス トレスを受けた学生へ対応する

案内を掲載す る予定

(4)総 務部長

・臨時職員 ・派遣職員 について、3月 末まで休み。業務 ヒ出勤が必要な場合のみ出勤する



3月22日9時10分 ～3キ ャンパ ス打 ち合わせ(TV会 議 システ ム)

報告事項

1.多 賀城キャンパス

(1)安 否確認 本 日午前8時 現在

学生1640名(全 体の8割)、 大学生67名 中58名

研究生全員の無事が確認されている。

連絡 のない学生で2名 死亡(電 気情報工学科)が 確認。

遺体 は戻って葬儀待ちの状態。

(保護者か ら連絡があり災害対策本部に連絡 したが通 じなかった

という話があった。)

(2)多 賀城市への支援物質の保管場所 として体育館 の一一部を提供の要請があ り、

了承 して保管 している。

(3)礼 拝堂第2会 議室の提供を多賀城 市か ら要請され 了承 した。

(4)Bグ ラウン ドの 一角を給水車の中継地 として使用することを了承。

(5)避 難所の人数18日 は100名 、19日 は136名 、20日 は92名 、

21日 は95名

(6)19日 老婦人高熱 を出し救急車で搬送 され治療を受けた。イ ンフルエ ンザでは

ない。

(7)仮 設 トイ レに電燈が設置された。

2.泉 キャンパス

(1)永 和台団地の住民に泉キャンパスプールの水を提供 していたが、団地で水道が

使用可能になったため、今 日で終 了する予定。

(2)教 養学部学生の安否確認を進めている。対策本部に対 し全体のファイルをP

DF等 で頂きた い。

3.施 設課

(1)19日7号 館 煙突 を下 に 下ろす 。

20日 午前 中 に通行 止め解除 した。

(2)警 備員室よ り連絡 連休中4名 の教員が 引き取って もらった。対応に問題は

なかった。



4.学 生部

(1)安 否確認の集計終了。8500人 分 安全確認済み。

エクセル ファイルを泉キャンパ ス、多賀城キャンパスに送付する。

(2)本 日よ りこち らか ら電話をかけ安否確認する。

(3)多 賀城キ ャンパスへの要望。 ファイル送るので、その後の確認できたものを

ファイル に追加 して、1日 集計分をこれ までどお り総務課経由で学生課へ送

付 してほしい。

(多賀城キ ャンパスでは従来よりそ うしていた。)

(4)安 否のほかに被災情報が入 って いれば、分かる範囲で知 らせていただけるか?

(多賀城キャンパスでは従来そのような方法は採っていないため難しい)

(5)泉 キャンパスへの要望。4000名 確認できないので、教養学部分について

ファイル を送るので教員、事務確認 してエクセルファイル に書き込んで返送

してほしい。

(泉キ ャンパス 従来か らや って いた。)

(6)土 樋 キャンパスへ要望。 学部長ヘデータ渡すので、3,4年 中心に安否

確認 してほ しい。1,2年 は職員がやってほしい。

(7)避 難所7人 宿泊。24日 までには全員移動予定。24日 で終 了。

(8)ボ ランティア 青山学院か ら話がある。本学 も必要と思 う。

　 　 轍 旭
己%/孫 新

・教職員の安否翻 済み 全員無事3♪ カ

5.情 報システム課

(1)テ レビ会議の環境整 う。

(2)1号 館 水道使用可能になったので、加湿器の水補給は不要となった。

6.法 科大学院

(1>法 科大学院協会 を仲立ちとして、勉強の環境 を他大学の協力要請 したい。

(2)本 日午前よ り11時 研究科委員会を開く

7.国 際交流課

(1)19日 ニュージーランドへの留学生全員帰国。

8.就 職課

(1)内 定取 り消しが予想 されるので、早く対応窓 口を開設 したい

8号 館第一会 議室に開設。



9.入 試課

特 にな し。

10.教 務課

特 にな し。

他)

(1) 環境建設学科教員が建物点検特別委員会を立ち上げた。

本 日午前中多賀城キャンパス、午後泉キャンパスの建物点検 をす る。ワゴ

ン車(須 田氏運転)で 移動。明 日は土樋キャンパスの予定。

11柴 田副学長か ら

(1)緊 急事態 として対応 した事項に漏れがなかったかどうか確認 して欲 しい。

(2)学 生安否は本 日午後3時 会議で発表するため午後2時 まで に集計結果を送付

してほ しい。

(3)建 物調査 一覧表が必要。

12.学 生部長より補足

(1)安 否確認電話 に様 々な問い合わせがあ り、教務課 と学生課情報のホームペー

ジ掲載が必要ではないか。(相 談窓 口を開設することで対応をとる。)

13.学 長室事務課

(1)青 山学院ボランティア 窓口が阿部重樹先生となっている。

2名 の教員が先遣 として来る。4月4日 に物資を届けたいとの ことであった。

(届け先を本部で検討する。宿泊施設も検討。)



15時00分 ～3キ ャンパス打ち合わせ(TV会 議 システ ム)

1.学 長挨拶

2.理 事長挨拶

報告事項

1.柴 田副学長よ り午前の打ち合わせの報告

2.教 職員安否確認について 全員確認済み

3.学 生部

(1)500名 安否確認済み。9000名 安全確認済み。

4.建 物安全確認

(1)施 設部3キ ャンのパス確認 している。夕方まで了承 をとる 予定。

(2)工 学部 暫定版の報告所はあさってには出せる予定。

5.学 務部長

(1)卒 業式の配布物につ いて、送付するものについて相談 した い。

学長に相談して決めたい。資金については財務部長に取 り計 らってほしい。

(学生部長よ り 関連 して成績優秀者の表彰状 卒業証書と共に渡 したいがr承 し

て頂きた い。)(了 承)

6.財 務部長

(1)学 納金新入学製特例措置 学納金の納入 を4月8日 まで延期。

(2)教 職員出張取 り扱 いについて(別 紙)泉 、多賀城にも送付する 予定。

7.斎 藤副学長

(1)承 認要望事項 新入生入学延期について

本人の希望によ り入学を1年 延ばす。入学金は来年支払い。

この会での承認頂ければ、明日の常務理事会で議題 として提出す 予定。

(承認)

8.カ ウンセ リングセンター

(1)先 週金曜 日 在学生メンタルヘルスについてホームページに掲載 した。

(2)3月 中は 月、木、金10:00か ら15時 に面談す る。ホームページにも

掲載済み。

(3)学 内避難学生に対 してメンタルヘルス実施 した。

男子2名(1回 ずつ)

教職員のメンタルヘルスも大事では。



9.就 職部

(1)3キ ャンパス学生につ いて8号 館3階 第一一室に臨時問い合わせ室設置

(2)号 館は使用可能か?(施 設課今 日の夕方以降に判明する可能性があ り、

少々頂きたい。)

10.情 報システム課

(1)5号 館地下1階 のサーバー室の立ち入 りも必要なので状況をお知 らせ頂きたい。

11.学 長室

(1)青 山学院のボランテ ィアについて現状受け入れ状況にないとの結論に達 した。

阿部重樹先生よりその旨連絡願いたい。

(阿部重樹先生よ 連絡済みだが、青山学院より3月23日 または25日

塚本、伊藤先生2名 を先遣 として救援物資を届けたいとの連絡があった。

返事を後 ほどすると返答 した。)→ 大学としてお受 けす るものとす る。

関東学院か らも同様の申出があった。(学 長)

(2)本 学学生ボランテ ィア派遣について社会福祉協議会 と話し合いしたが、

現在では協力の必要性はないとのこと。

12.国 際交流

(1)ア ーサイナス学長 ホームページにメッセージ掲載。

(2)ト リア大学のホームページにも本学か らの学生引き上げの件を掲載。

13.多 賀城キャンパス

(1)安 否確認情報は後ほど送付す る。

(2)避 難所運営順調。

(3)避 難所開設期間 多賀城市災害対策本部に相談

多賀城市としては水道復旧にともない、避難所(3箇 所)の 統合を した い、

水道復旧は4月 上旬の見込み。

(学長 多賀城市役所訪問。 本学 に対 し感謝の意を表された。)

14.柴 田副学長

多賀城市の要請によ り放置車両撤去について多賀城キ ャンパ ス保有の馬場に

数千台の放置車両を保管す ることを検 討。

15.泉 キャンパス

(1)学 生安否について 全体 として85パ ーセ ント確認済み。

特に人間情報科学専攻は88パ ーセ ント確認出来た。

2.新 入学生の学生アパー トに関する問い合わせ多数有 り。



(生協17、18日 連絡 して いる。本 日泉キャンパス周辺を見て、仮設事務所

立ち上げの交渉中(200名 弱へ家捜 しで困っている状況。)

斡旋再開の案 内は大学ホームページで した い。 詳細が決定 した ら泉キャンパス

に連絡する。

16.卒 業生の出資金の払い戻 し。(高木部長よ り)

データ保存のサーバーが使用できるよう、施設部での確認作業を急いでほ しい。

17.法 人本部

(1)榴 ケ岡高校 明 日の終業式中止。4月15日 に始業式。

(2)中 高か らは1時30分 からの会議のため、連絡な し。

18.幼 稚園

(1)卒 園式実施の方向で検討中。

19.柴 田副学長補足

(1)学 生ボ ランティア 学内復旧等で大学がお願 いす る場合の注意事項を阿部先生

に依頼 している。本学学生をボランティアとして外部に派遣する場合の取 り決めも

必要。

時期を待て????

20.学 生部長補足

(1)安 否情報について土樋キャンパスについては1,2年 について、職員 にお願い

している学部長には3、4年 の確認をお願いしたい、リス トをお送 りするので、

それに書き込んで返送願 いた い。

他キャンパスは1か ら4年 までの確認を進めていただきたい。

21.総 務部長

(1)無 線班解除。

(2)職 員の勤務について 出勤 可能な職員は近くのキャンパスに出勤すること

(3)臨 時、派遣 の勤務 出勤 可能な職員は各課の必要性 に応 じて勤務できるよう

後ほど課長会で検 討する。

明 日も9、15時 に打ち合わせをすることとする。



2011.3.23(水) 災害対策本部打ち合わせ

9時05分 ～3キ ャンパ ス打 ち合 わせ(TV会 議 シス テム)

報告事項

1.学 生部

(1)ア ー クホテ ルの宿 泊 学 生3名

3/24(木)に はホ テル を出 る予 定

(2)学 生安 否確 認(土 樋 キ ャ ンパ ス分)

確 認 数 約10,000名

未確 認数 約2,800名

2.多 賀城 キ ャ ンパス

(1)避 難市 民90名 宿 泊 中

(2)学 生安 否確 認

未確 認数44名(機 械12名 、電 気12名 、電f:10名 、環 境10名)

(3)TGUキ ャ ンパ ス施 設被 災特 別 調査 委員 会

本 日9:00に 多賀 城 キ ャ ンパ ス を出 発、AMにL樋 キ ャ ンパ ス の建物 を確 認 す る

3泉 キャンパス

学 生安否確認中

4情 報システム部

各部 システムの年次更新について

建物(5号 館地 下)の 安全確認および富 ヒ通 と調整のうえ、作業の準備をす る方向

5就 職部

担 当者が8号 館第 …会議室 に詰めてお り、今後の対応について3キ ャンパ スで話 し合う。

6.柴 田副学長

(1)建 物 の検査について

竹中工務店の検査結果と本 日実施の 「TGUキ ャンパス施設被災特別調査委員会」の調査

結果をあわせて、15:00か ら対策会議 をお こなう

(2)3/28(月)か らの建物使用について

通常通 り使用する方向ですすめてい く(た だ し4号 館 ・礼拝堂を除く)

(3)今 後の打 ち合わせ 予定

本 日15:00に 対策会議を行 う。



状況経過

9:40「TGUキ ャンパス施設被災特別調査委員会」t樋 キ ャンパス災害対策本部到着

16:00臨 時課 長会

15時 ～

報告事項

3キ ャンパ ス打 ち合わ せ(TV会 議 システ ム)

1.多 賀 城 キ ャ ンパ ス

(1)学 生安否 確 認

未確 認者2名(機 械1名 、電気1名)

(2)NIIKよ り避 難 所 にテ レビが 設 置 され た

2.泉 キ ャ ンパ ス

(1)学 生安 否確 認

2,043名 中、97.9%の 無 事 を確 認 した

(2)出 張 につ いての 取 り扱 いにつ いて

柔 軟 に対 応 して ほ しい→ 前向 き に検 討す る

3.学 生部

学 生否 確 認

確 認数10,384名

未確 認数1,833名

4.学 務部

(1)新 年度の単位認定 について

文科省 のHPよ り、柔軟に対応 して可との掲載があった

(2)学 生へ課題を出 している学部 ・学科へ

学務部長へ連絡 してほしい

5.就 職 部

学 生 ・事業 所へ の 今後 の応 対 につ いて

3/24(木)・3/25(金)は 電 話応 対 のみ 、3/28(月)よ り通常 通 り行 う (HPに 掲載する〉



6.柴 田副学 長

(1)今 後 につ いて の 諸連絡

・教職 員 は3/24(木)よ り現場 復 帰す る

・研 究 室 へ の入室 も可(4号 館 以外) 。 十曜 ・日曜 の入室 につ いて も 自己 責任 の 上で 可。

・学 生 は3/28(月)よ り入 校 可(た だ し課 外活 動 につ いて は、学 生部 と再度 確 認す る)

・災 害対 策本 部室 は3/24(木)よ り総 務課 内 に設置 す る

・生 協 ・食堂 につ いて、仮 の 販売 を検 討 中(厨 房等 の安 全 を確 認 の 上で)。

(2)大 学 建物 の 調査 結果 報告

以 下 の建 物 が使 用 不可(そ れ 以 外 の もの は使 用 可)。 建 物 の入 室 につ いて の情 報 は 、H

P・ 掲 示等 で全学 共通 で 広報 す る。使 用 不可 とな った 「教 職課 程セ ンター」 「広 報課 」につ

いて は、 早急 に対 応 を検 討す る。

・土樋 キ ャ ンパ ス(竹 中工務 店)

90周 年記 念館(4F大 ホー ル)、 礼拝堂 、4号 館 、8号 館(4・5F)、 総 合研 究 棟(4・5.

6F)

・多賀 城 キ ャ ンパ ス(大 林 組)

3・4号 館(屋 上)、 体 育館 ア リー ナ 、礼拝 堂 、 工学 基礎 セ ンター

・泉 キ ャ ンパ ス(銭 高組)

2号 館(5・6F)、3号 館(5・6F)、 体 育館 、管 理セ ンター(入 口付 近が 地盤 沈 下)

7.庶 務部長

事務職員の勤務体制について

・災害対策時の特例を適応する

・執務時間は当分の間、9:00～17:00

・授業 開始までの土曜 日はお休み とす る

6.学 長室長

(D復 興準備 について

学生ボ ランテ ィアを募 り、3/28(月)よ り準備を始める(HPに 掲載する)

(2)青 山学院大学か らのお見舞い

本 日、塚本先生、伊藤先生が来学 し、救援物資を頂いた。4/4に も4t分 が届 く予定(体

育館へ)。 救援物資の管理 につ いては、学生部長と話 し合 う。

7.総 務 部 長

(1)「 復興 会 議(仮 称)」 につ いて

法 人本 部 に設 置す る、 メ ンバー は理 事 長 に一任。

(2)今 後 の打 ち 合わ せ につ いて

3/24(木)15:00に 行 う

8.宗 教部長

春の 「特別伝道礼拝」は中止



3月24日(木)15;00～

1.東 北学院大学各キャンパスの被災特別調査結果

暫定報告一その1-、 並びに最終

委員長 吉田望

〔土樋 柴田副学長〕

昨 日、竹中工務店か らの報告。キ ャンパスの建物安全度報告。

吉田先生か ら被災特別調査結果(最 終報告書)を 受けた。

内容は、業者 とほぼ同じ内容。

全キャンパス調査結果 に基づ く一覧表は施設課で作成中。

〔斎藤副学長か ら:HPに 掲載する事項〕

・教員:構 内への立入 りについて

土→①4号 館 を除き9:00～15:00ま でキャンパス ・研究室への立入 り可

3/28～4/1、4/1～4/4の 期間に研究室の片付けを願 いたい。

片付けの学生ボランテ ィア 本部へ相談

4号 館は大学か ら個別に連絡 します。

泉、多→立入 りは可能

一部建物内立入 り禁止

トイ レ使用禁 止

研究室の片付け、使用は しば らくお待 ちください

・在学生:構 内への立入 りについて

土3/28よ り9:00～17:00キ ャンパス立入 り可(4号 館は禁 止)

泉、多 特別な場合 を除き、 立入 りできません。

入構が必要な場合は、正門警備室に相談すること。

〔多賀城か らの報告〕遠藤学部長

・9:30多 賀城市災害対策本部(総 務部長)と 打ち合わせを行った

3/26午 前中に避難所を統合す る意向。礼拝堂避難所 を閉鎖 し、他 の避難所に

統合 したい。大学側は 了解。

・安否確 認 二残 り2名 が安否確認できなかったが、1名(電 気3年)の 安全が確認

された。津波で流 されたが、現在、仙台市立岡田小学校 に避難中。

もう1名(機 械)は 、地震前か ら音信不通。家族 も所在不明だった。

できるだけ確認は したい。

・安否確認は上記を除き、全て終 了した。

・大学院生67名 全員の安全が確認された。



〔泉か らの報告〕佐久間学部長

・安否確認14:002044名 中、未確認4名 。無事 を確認。

大学院人問情報学 も全員確認済。

安否確認は未確認4名 を残 し終 了。

・ブリッジ教育の問 い合わせがあった

教養学部は検討可。窓 口を設置いただきた い。

・泉の情報ネッ トワークケーブルが断線 して いるかもしれない。

〔学 生部 長 か らの報 告〕

・教 養学 部4名 につ いて は検 討す る。

・12217名 の在 籍学 生(除 籍者 、9月 卒者 除 く)。

・現 状 、ll70名 の安 否 が確 認 され て いな い。14:00現 在 。

・絞 られ て きた場 合 は 、避難 所等 をあた り、 詰め て いきた い。

・学 内避 難所 は今 日 をも って 解散 した。

〔国際交流部長〕

・海外送金用の 口座が開設された。

・英語HPで 学長挨拶と義援金願 を載せたい。

・FaceBookに のせて、義援金のお願いや大学の状況 を載せた い。

〔財務部長〕

・出張 の取 り扱 いについて

→12日 以降旅費が支給されて いて、出張 したい場合。

→学長承認の場合、例外として取 り扱 う。

・3/28ま で に上記以外の人は返金 いただきたい。

学部長が教員 の出張 を把握 し、返金 は4月 でもかまわない。

・委託研究 出張で、地震当 日だった場合、委託先のr解 があれば追加支給す る。

・昨 日の常務理事会で個人研究費 につ いて承認いただいたので、資料 を配布願 いたい。

〔施設課長〕佐藤

・震災 ごみの出 し方

①燃える:コ ンテナ、カンビン電化製品は入れな いように。

②燃えない:家 電、大型、1辺80cmを 超 えるものは、コンテナ脇のフェンスに

持ち込むこと

③本、雑誌:シ ップル館西のプレハブへ

④他キャンパスにつ いては、各管財で検討 し、周知する。

⑤ 明日午 前中まで に教職員に周知する(土 樋)



〔情報 システム課長補佐〕本野

・事務 システムが立ち上がっている。稼動状況を調査中。

・PC等 の状況がわか り次第、連絡 いただきたい。

・泉サーバールームの加湿が下がって いるが、様子を見て加湿器の購入、水供給の

協力等を依頼 したい。(業 務用加湿器)

〔学長室長〕佐 々木

・青山学院からいただいた救援物資の配分 について、必要な場所に優先的に配布。

・泉は不要。

・すべて多賀城 に配布する。輸送 に関しては、明 日青山学院の2名 の先生が多賀城を

視察するので、同乗の上、多賀城に輸送することになった。

・青山の塚本先生を介 して、NGOが 救援物資 を送 りたいので、本学キ ャンパスを

使わせていただきたい。灯油4000② 。配分 につ いては、相談 しなが ら、NGOに

相談する。

・阿部重樹(青 山塚本)先 生、多賀城、学長室で協議 し、 上記内容を決定 したい。

〔教 務課 長〕 丹野

・25日8:00～ 終 日、教 務 システ ム年 次更 新。 システ ムが 止 ま ります 。

〔学務部長〕井上

・各学部学科で出して いる事前課題 について、どのよ うな課題で今後 どうするのか、

問 い合わせ先について、できるだけ今 日中に学務部長 まで連絡 いただきた い。

英文学科からは連絡済。

・機械。

〔総務部長〕 日野

・教職課程セ ンターは8号 館2階 の面談室に移動。

・広報課は本館3階 学長室長室 を当分の問お借 りする こととなった。

〔入試部長〕植松

・災害対策本部の名称は残すのか?

→今の ことろ残す、復興対策本部が立ち上がるまで。(総 務副学長)

場所は本館会議室。総務課が 主となる。

〔総務 部長 〕

・臨時 学 部長会 につ いて 、25日17:00か ら開催 す る。

・明 日の連 絡会 は、15:00。



2.青 山学院か ら届いた援助物資(3月23日 、バ ン搭載、灯油な ど)は 、

多賀城キ ャンパスの利用に供するため同キャンパスに運搬。

3.泉 キャンパスの2号 間ペ ン トハウスの水槽 につ いて

補修を業者 に依頼。

寄宿舎の水利 は問題な し。

4.泉 キャンパスの歩道、グランド等の地番 について調査を日本鋪道 に依頼。



2011.3.25(金) 災害対策本部打ち合わせ

15時 ～3キ ャンパス打 ち合わ せ(TV会 議 システ ム)

報告事項

1.多 賀城キャンパス

・学生部長が多賀城キ ャンパスを視察 した。

・学長室長、青山学院大学の教員及びGEN(NPO法 人)が 多賀城キャンパスを視察 した。青山

学院大学か らいただ いた支援物資 は、1号 館第2応 接室 に保管 した。

・避難所 として使用 していた礼拝堂は、3/26(土)に 閉鎖 し、避難者は多賀城市市民セ ンタ

ーに統合する。

2.泉 キャンパ ス

・学生安否確認について、未確認の残 り4名 のうち1名 の安否を確認 した(残 り3名)。

3.学 生部

・学生安否確認(14:30分 現在)は 、未確認数624名 とな って いる。

・今後、被災地 と関連が深 い学生の リス トを作成 し、各避難所を訪問 して安否確認を行 うこ

とを考 えている。

・多賀城キ ャンパスの避難所に本学学生が数名 いるが、寄宿舎の状況 を確認 し、そ こに入居

させ られないか検討中である。

・今後、学生の被災状況 を調査することが必要になる。その結果か ら支援体制 を検討す る。

4.学 長室

・青山学院大学及びGENが 来学 し、GENか ら今後1ヵ 月間ほど、支援物資 を送 られるという

ことで、そ の保管場所 として土樋キャンパ ス体 育館 を使用することとした。GENは 石巻市

で も活動を行ってお り、石巻専修大学で野外テ ントを設置 し、ボランティアを募っている

ということである。

・午後に多賀城キャンパスを視察 した。いただいた灯油4,000Lの 取 り扱 いは、多賀城 市と連

携 して行 うこととなった。

・この1～2日 にかぎ り、灯油の保管場所として本学 ヒ樋キャンパ スを使用する。

・社会福祉協議会等か らボ ランティアの要請がきてお り、学内か らもその体制を整備するべ

きであるという声が上がっている。ボ ランテ ィアに関する本学の方針等をホームページ等

で提示 して もらいたい。

5.施 設部

・3キ ャンパスの被害状況調査を早急 に取 りまとめ、会議の場で調査結果を提示 したい。



6.情 報 システム部

・泉のサーバー室の湿度調節のために、泉キャンパスで業務用のスチーム加湿器を発注する。

(施設部了解)

・土 日の大学閉鎖中における設備 の保守のため、泉キャンパス(榴 ケ岡高校含む)の ネ ッ ト

ワークを停 止することとす る。榴 ケ岡高校へは別途連絡する。

(災害対策本部了解)

7.就 職部

・3/28か ら、就職活動中の学生にかぎ り、泉キャンパスへの入校を許可する。

(災害対策本部及び教養学部長了解)

8.同 窓会

・同窓会に関す る連絡手段 につ いて 、ホームペー ジ等の対応な どを、現役以外の方と協力 し

て行 うことを検討 している。現在、元総務部長の高橋征二氏を考えている。

9.総 務担 当副学長

・卒業式、入学式が中止になったため、学長告示にあたるようなメッセージを卒業生の目に

止まるように、ホームページや新聞への掲載などを検討 していただきた い。

(学長 了解)

協議事項

(1)学 生部

・平成23年 度 の夜 問 主 コー ス奨学 金 につ いて 、A日 程1名 、B日 程1名(採 用枠2名)を 採

用す る ことを承 認 して も らいた い。

(学長 了解)

(2)財 務 部

・学納 金 の納 入締 め切 りは5/14ま で とな って い るが、 学 生数 の確 定 がで き な い こと もあ り、

8/1に 延期 す る こ とを考 えて いる。 この件 は、理 事 会で の稟議 を考 えて い る。

その他(次 回の 日程等)

・3/31(木)10時 か ら学 部長会 を、同 日ll時 か ら部 長 会を行 う。 それ ぞれ 、 新任 の部 長(工

学部 長、学 務 部長)に も参加 して も らう。

・次 回の全学 教授 会 は 、4/21(木)に 行 う。 時間及 び 会場 は、 あ らた めて連絡 す る。

・本 日17時 か ら、臨 時 学部 長会 を行 う。



2011.3.28(月) 災害対策本部打ち合わせ

15時 ～3キ ャンパ ス打 ち合わせ(TV会 議システム)

(進行:総 務部長)

1.報 告事項

1.文 部科学省 の視察につ いて

・本 日、9時40分 か ら土樋キャンパスで文部科学省の視察が行われた。

・文部科学省か らは、高等教育局長、同局国立大学法人支援課、私学行政課等4名 の役職者が

来学 した。そのうち、行政課法人係長八木氏は、平成8年 度教養学部卒 ということである。

・学生 ・教職員の安否確認、建物(3キ ャンパス)の 状況 につ いて説明を行 った。

・大学か らの要望を口頭で伝えた。文書は、追って文部科学省へ提出す ることを伝えてある。

2.多 賀城キ ャンパス

・3月25日 に多賀城キャンパスのほ とん どの教室、工学基礎教育セ ンターの被災状況 を調査

し、学務担当副学長、学務部長等 に結果を報告 している。

・3月26日 に、礼拝堂 の撤収作業を行 った。最終的な避難者は約100名 で、多賀城市市民セ

ンターな どの避難所 に移動 した。

・本 日か らキャンパスへの入校を許可した。教員は 一部の研究室への入校 を許 可し、学生は、

9時 か ら17時 にかぎ り、正門での許可を得た ヒで入校 させている。

2.泉 キャンパ ス

・本 日、工学部教員に1号 館、2号 館 の調査を して もらった。そ の結果はr学 部長を通 して

災害対策本部へ通知 され る。貯水槽 につ いては、応急処置 を施す ことで、4月 半ばには利

用できるものと考え られる。

・本 日か ら学生の入校 を許可 しているが、就職活動に加え、各種証明書の発行のための入校

も許可 している。

・泉キ ャンパスのネッ トワーク関係の復 旧作 業を行い、現在は通常通 り稼動 している。

・サーバールームの加湿器は、業務用加湿器の調達に時間がかか ることが予想 され る。

3.学 生 部

・学 生安 否確 認(ll時 現 在)は 、ll,984名 の安 否確 認が終 了 し、233名 が 未確 認 とな って い

る。現 在 、 各避 難所 の名 簿や死 亡 者 リス トとの照合 を行 って いる。

・学 生支援 機構 か ら、緊急 奨学 金 の 申 し込 み受付 を始 め て いる と い う連絡 を受 けて いる。 ホ

ーム ペー ジでの周 知 を図 りた い。

4.施 設部

・3キ ャンパスの被災状況結果を配付 した。



5.学 長室

・学生部長 との連名で、 「災害ボ ランティアの募集」に関す る文書 を作成 した。

・「災害ボ ランティア ・ステーション」を立ち上げ、ボ ランテ ィアを希望す る学生に登録 して

もらうこととする。今後、社会福祉協議会 とのマッチングを図る。また、学生会常任委員

会 に、ステーションのスタッフとして動 いて もらう。

・大学 として公認の活動であれば、従来のボ ランティア保険が適用になる。

・個別 の教員 ・学生のボ ランティアの情報の集約を図 りた い。

・当面 は、土樋 ・多賀城のステー ションを中心に活動 を進める。泉キャンパスのステーショ

ンは、貯水槽の問題が解決次第、立 ち上げる。

・他大学か らの協力要請 につ いて も、ステー ションが対応 したいと考えて いる。

・3月29日 か ら9時 か ら17時 の問で、ステーションの運営を行 う。登録 した学生 ・教職員

に、さまざまな活動 を行 ってもらう。

・社会福祉協議会か ら、ボランティアスタッフの駐車場、宿泊場所を設け られないか という

申し出が あった。期限は決 まっていないが、体育館前のスペースな どを考えている。

・土樋 のステーションは、5月 頃までの暫定的な窓 口として、8号 館3階 の教員控室を考え

ている。

・すで に活動を始めている教員やそのゼ ミ生な どは、全体的な活動の把握 をす るため、 一度

ステーシ ョンに登録 して もらうこととする。活動を進めている教職員へ声かけを してもら

いた い。

・多賀城キャンパスへのステーション設置は、どのような体制 ・支援 になるのかという質問

があ り、多賀城キャンパス学生係で学生か ら申し込みを受け付けることとし、すでに実質

的な対応 は行っているため、その拡充になるという回答がな された(中 心 は、志子田学長

室副室長、荒井職員)。

6.学 務担 当副学長

・3月25日 締め切 りの入学手続き状況

1.手 続きを完 了した者:約2900名

2.3月28日 以降手続き完 了予定者:80名

3.入 学意思を表明 した者:50名

合計:約3030名

入学辞退者:10数 名

現時点で、3000名 ほどが入学の意思 を表明 している。来年度入学に変 更す る入学生な どを

考慮 して も、予定 していた2950～2960名 の入学生は確保で きるものと考えている。

・新入生に対す る財政的な支援 は、現行 の緊急給付奨学金の拡充 に加え、授業料減免措置の

基本方針が以 下のとお り決まって いる。

1.主 たる家計維持者が死亡または行方不明の場合:授 業料1年 分免除

2.自 宅が全壊 した場合:授 業料後期分を全学免除

3.自 宅が 半壊 した場合:授 業料後期分 を半額免除

4.自 宅が浸水 した場合:見 舞金を支給



7.情 報 シ ステ ム部

・事 務 パ ソ コ ン等 の被 災状 況 につ いて 、 土樋 ・泉 で ヒア リングを行 って いる。 両キ ャ ンパ ス

の ヒア リング終 了後 、多 賀城 キ ャ ンパ スで も ヒア リング を行 う。

8.生 協

・3月29日 か ら、3キ ャンパス各店 に職員が常駐する。

・卒業生へ の出資金返還 は、残 り2,000名 分を郵送あるいは銀行振込で返還す る。

・卒業式の貸衣装代 の返金は、土樋店に来店 した学生に行う。

・泉キ ャンパスで、賃貸アパー ト等 の斡旋が可能になる。多賀城で も、賃貸斡旋 ・安全確認

は進んで いる。

・泉キ ャンパスの新入生サポー トセ ンターについては、別途案内する。

9.入 試部

・先週、入学手続きを完 了した新入生に対 して、往復 はがきで 「入学式中止のお知 らせ」を

郵送 し、安否確 認を行 っている。

10.学 生部

・ 行方不明であるという家族か らの連

絡があった。

2.協 議 事項

・な し

3.そ の他(次 回の 日程等)

・文部科学省か ら、被災 した学生の状況 を確認 してほ しいという要望があった。

・次回の災害対策本部打 ち合わせは、3月30日10時 か ら行 う。



2011.3.30(水) 災害対策本部打ち合わせ

10時 ～3キ ャンパ ス打ち合わせ(TV会 議 システ ム)

(進行:総 務部長)

1.報 告 事項

1.学 生 部

・学 生安 否確 認

1.死 亡 者:3名(電

2.行 方 不 明者:2名(言

・29日 現 在 、19名 の学 生が未 確 認。なお 、今 朝2名 の確 認 が とれた た め、残 りの安 否確 認 は

17名 で あ る。現 在 、学 生 部で 確 認作 業 中だ が 、残 り17名 の 名前 をホー ムペ ー ジに掲 載 し、

情報 を収 集 した い と考 えて いる。

2.施 設部

・昨 日か ら総合研究棟4～6階 の危険箇所 の撤去作業を進めてお り、本 日5～6階 の作業 を

行う。

・本 日、多賀城 キャンパスで、 工学基礎教育セ ンター及び体育館 に復旧作業のための足場 を

設置する予定。

・泉キャンパス2号 館は、来週 はじめか ら復旧作業に入る予定。

3.情 報 シス テム 部

・現在 、 泉サー バ ール ーム の湿 度 は安定 してお り、 もうしば らく様子を見る こととする。

4.学 長室

・昨 日ボランテ ィア ・ステーションを設置 し、これまで30名 弱の学生が登録 した。また、6

～7名 の教員が参加 している。

・学生会が独 自に石巻ボランテ ィアセ ンターの もとで活動 していたが、あらためて同センタ

ーに学生5名 、教員3名 を派遣 した。

・施設課と協力し、大学所有 のバス等を緊急車両に準 じた取 り扱いを行えるように社会福祉

協議会と協議を している。 これ によ り交通費等の問題は対応できるものと思われる。

・多賀城市か らの要請 も別途対応 している。

・活動する人員への食料な どの手配につ いて、高木方角部長及び生協に協力して いただきた

い。

→協力は可能である。人員、必要な数は今後詰めて いく。

・ボ ランティアの要請 は、原則 としてすべて受 け入れるという方針で考えていただきたい。

問題が生 じたときはその都度対処 していきたい。



・学長:必 要な経費は、学長裁量経費で賄える。両副学長、財務部等 と検討 していきた い。

・バスな ど交通手段の確保及び、バ スの運転手を出してほ しい要望があり、大学 として人員

を配置 していけるよ うな可能性を検討 していただきたい。

→バスの運転手を配置す る場合は、各課で打ち合わせ しなが ら、負担が集 中しないよう

に したい。

(学生部長)

・ボランティア活動 中は、基本的に同行 している教員が当該学生の安全を確認する。

・大学の保険は適用可能である。

・大学 として活動す るので、地域へのア ピール として大学の作業着(制 服)な どを出 しても

よい。

5.情 報システム部

・8号 館3階 教員控室をボ ランテ ィア ・ステー ションの事務室に して いるが、事務室のネッ

トワーク体系を教育系か ら事務系への変更を了承願 いたい。

(災害対策本部了承)

6.広 報部

・広報課の事務室について、早急に対応 してもらいたい ・

・災害復興 にばか り目が向いているが、 この機会に改革を行 った り、課題 を整理 した りす る

ことも考 えていただきた い。

7.入 試部

・入学 手続 きが完 了 した者 は 、2,972名 で あ り、 さ らに36名 が追加 され る予定 で ある。

・4月1日 付 の人事 異動 につ いて、6月 か ら異動 す る とい う ことだ ったが 、現状 復 帰 も進 んで

きて いるた め、 時期 を早 めて もよ いので はな いか。

8.就 職 部

・内定取 り消 し、 自宅待機、入社 日の延期の辞令が相当数出ている。3キ ャンパスにおける

それ らの数字 をとりまとめて、明日の部長会で報告する。

・内定取 り消 しを受 けた学生への支援 も行わなければな らな い。去年か ら行っている既卒者

支援を強化 したい。内定取 り消 しを受けた学生に対する、大学としての特別措置について、

明 日の部長会で提案 したい。

9.財 務部

・義援金について、平澤大学よ り200万 円を、同窓生よ り20数 万 円をいただいた。

・現在 、義援金受付 のための 口座の公表 について検討も進めている

10.学 務部

・泉キャンパス2号 館を視察 した。5月 の授業開始には問に合いそ うだが、まだ確認が必要



な箇所はある。

・入学予定者か ら今後 の予定 について問い合わせがあった。入学予定者に対 しては、ホーム

ページな どでの連絡 に加え、郵送によるお知 らせ も必 要なのではないだろうか。

11.総 務担 当副学長

・ボ ランテ ィアの受付は、物事が流動的であるため、受け入れる判断は慎重に行って もらい

た い。本学も被災者であるということを認識 して、大学ができる ことを確認 した ヒで検討

してほ しい。

12.総 務担当副学長

・5月 の第2週 か ら授業 を再開できるよう、準備 を進める。その間、1年 生のガイダンス、

2～4年 生の健康診断等の検討を行 い、方針が固ま り次第連絡 していく

13.学 長

・学事暦 について、仙台学長会議として意思統一を行 うことが意見 として上げ られてお り、

本 日15時 か ら具体的な協議を行 う。ある程度方針が固ま り次第、文部科学省に報告する予

定。

・石巻専修大学 の学長 と電話で話 し合いを行い、多面的な問題について、仙台学長会議とし

て共通の要望書を文部科学省に提出 してはどうか、という話をした。

14.施 設部

・5月9日 か ら授業再開 ということだが、施設関係の作業が間に合わない可能性がある。特

に、泉キャンパスの地盤の問題、給排水管の確認が取れなければ難 しい。施設関係の問題

につ いて も考慮 していただきたい。

15.多 賀 城 キ ャ ンパ ス

・今週 か ら、学 生 の入校 等 は規 定 どお り行 って い る。 しか し、周 辺地 域 は水道 ・ガ スは まだ

復 旧 して いな い。

・3月29日 に泉 キ ャ ンパ ス の調査 を行 った。 報告 書 は関係 者 に送付 す る。

16.泉 キ ャンパス

・授業再開に向けて復旧作業を進めているが、学生の通学が課題である。泉学生係で宮城交

通等の交通機関と協議を進めている。

2.協 議事項

・学生安否の個人名のホームページ掲載について、r承 する。 どの程度の情報を公表す るか、

両副学長 と検討する。

3.そ の他(次 回の 日程等)



・災害対策本部(本 館会議室)は 本 日限 りで閉鎖 し、業務を総務課 に移管する。

・3キ ャンパスのTV会 議は、当面の間、定時に行 う。両副学長、総務部長、多賀城及び泉は各

学部長、各総務部次長が出席 し、必要に応 じて関連部長も出席することとす る。

・次回の打ち合わせの 日時は、あらためて連絡す る。

・31日10時 か ら部長会(学 長室)を 、ll時 か ら学部長会を(本 館会議室)を 行 う。

・各課で、課員の時間外勤務の把握、職員の被災状況 を総務課長宛 に報告する。



2011.4.1(金) 災害対策に関する打ち合わせ

16時 ～3キ ャンパ ス打 ち合 わせ(TV会 議 システ ム)

(進行:総 務部 長)

1.報 告 事 項

1.土 樋 キ ャンパ ス

・学 生 の安 否確 認が完 了 し、最終 的 に死 亡3名 、行方 不 明2名 とい う結 果 で あ った。

2.総 務 担 当副 学長

・本 日10時 か ら、 新入職 員6名 の辞令 交付 を行 った 。

・泉 キ ャンパ ス に、 嘱託 職員 とい う形で 、電 気 主任技 師が 配属 され た。

・多賀城 情 報 システ ム課 に1名 、 ヒ樋 キ ャ ンパ ス に4名 の新 入職 員が 配属 された 。

・本 日、 日本テ レビ(NEWSZERO・24時00分 ～)の 取 材 があ った。 就職 関 係 のニ ュー ス等 を

中心 に取材 を行 い、就職 部 が 対応 した 。

3.生 協

・泉キ ャンパスにお ける新入生のアパー ト斡旋について、新入生や保護者が出入 りできない

状況にある。生協事務室までの出入 りについて配慮をお願いしたい。

→泉キャンパスで検討の上、なるべ く入れるようにする。窓 口は、土樋は生協専務が行 い、

泉キャンパスは総務部次長が窓[」になる。

保護者同伴の場合、土曜 日の開放が望 ましい。現状 に即 した対応 をした い。

・全国生協連か ら、主た る家計者を亡くした学生に見舞金 として、学生 一人当た り3万 の援

助が受け られるという連絡 を受けて いる。

・扶養者死亡保険に加入 して いる学生に対 して、学費を補償す る援助が可能 になるな ど、い

くつかの支援 制度がある。パ ンフレッ トと申込書をセ ットにして、3キ ャンパスの学生課

に設置 し、窓 口に来た学生に生協に申し出るよ う呼びかけてほ しい。

(3キ ャンパス了解)

4.総 務担当副学長

・泉キャンパス1号 館2階 のカウンセ リングセンターを利用できな いだろうか。利用 可能で

あれば、本 日か らカウンセ ラー2名 の増員措置が可能 になったので、学生の メンタル ケア

のために開設 したい。センター長か らも要望が出ている。

→ トイレの問題が解決次第、可能である。仮設 トイ レで も対応できると思 うが、利用する

学生の数 にもよる。おそ らく月曜 日か ら開設できるものと思われる。

5.総 務 部長

・教職 員 に対 して 、震 災 に向 けた基 本 方針 につ いて、 メール 送信 した。教 員 は、 3月 中旬の



段階で、届出のあった者に対 して送信 している。データのみで送信 し、紙媒体 では発信 し

ない

6.多 賀城キ ャンパス

・3月31日 にガスが復旧した。

・4月4日 以降、2、3号 館 を除き トイ レが使用可能 になる。2号 館 は簡単な補修で使用可

能だが、3号 館の復 旧には少 し時間がかかる。

・礼拝堂を除くすべての施設で通電を確認 した。

・調査 の結果、パイプオルガンはほぼ無傷であった。

7.泉 キャンパス

・本 日ll時 か ら、泉キ ャンパ スの教職員で対策委員会を開催 した。施設の復 旧の見込みにつ

いて、4月25日 頃には、施設 ・水道が利用 可能になる と思われる。

・本 日学務担当副学長 に泉キ ャンパスに来て もらい、給水棟 ・教室。体育館 を視察 し、意見

交換 を行 った。

8.学 務担 当副学長

・5月9日 に授業を開始するという方針が確定 したため、学務部長、学生部長、入試部長、

土樋の課長 メンバーで、各種の課題を協議 した。

・本 日の泉キ ャンパス視察 は非常に有意義だった。多賀城キャンパスで も、同様 の視察を行

いた い。4月4日10時 ころか ら対応できるだろうか。

(工学部長了解)

・WEB履 修 システムについて、対応するシステム稼動の準備が不十分であ り、また被害状況

も不明である。4月5日 の会議で代替措置等について協議 したい。

・体育関係の授業につ いて、体 育館が使用不可の状況にある。体育が必修である教職課程以

外は、休講措置をとって もよいと考えている。次回の会議で協議 したい。

・特 に工学部で検討 していただきたいのは、新入生オ リエ ンテーションと、2～4年 生の成

績発表である。前者は4月26～30日 を、後者は4月26日 を想定 している。

重要なのは、場所である。泉キャンパスで行 う予定だ った ものは、土樋キ ャンパスで行 う

ことになっている。多賀城キャンパス分を、多賀城で行 うか、土樋で行 うかを考えてほし

い。合同で行う場合、それに準 じたプログラム編成 をする必 要がある。多賀城で行 う場合、

交通機関を考えな いといけな い。月曜 日の打ち合わせまでに検討 していただきた い。

2.そ の他(次 回 の 日程等)

・広 報課 の事 務室 は 、総 合研 究棟1階 に移 動 した。

・次 回の打 ち 合わせ は、4月4日(月)16時 に行 う。



2011.4.4(月) 災害対策に関する連絡会

16時 ～3キ ャンパ ス打 ち合わせ(TV会 議 システム)

(進行:総 務部長)

1.報 告 事項

1.総 務担当副学長

・新たに判明 した施設の被災状況は、以下のとお りである。

・東北学院 シーサイ ドハ ウス(閑 上)は 泥の被害が大きく使用不可で ある。閑上か ら廃

棄処分 としては どうかという申し出があ り、承諾 した。

・笠神 にある野球場関係施設は、泥 を取 り除けば使用できる。

・石巻のボー ト艇庫 は無傷。

・高山のセ ミナーハ ウス跡地は津波の被害が多 く、流木等で フェンスが壊れて いる。

・青根セ ミナーハウス跡地は無傷。

2.学 務担 当副学長

・Web履 修 システムは、実務者で話 し合いを行 っているが、4月6日 の部長会で、最終的な

判断 をす る。

・5月9日 に授業を開始す る場合、新入生のオ リエンテー ションを4月 末の時点で行 うとす

ると、県外か ら来る新入生の住宅 の心配があった。 しか し、生協が窓 口になっているアパ

ー ト斡旋 によると、4月 下旬 に対応できる賃貸契約になっているということである。現時

点でアパー トが決まって いない学生も、今週末に決まるのではないか。少な くとも住宅の

問題で深刻な問題が生 じることはな いと思われる。

・本 日、多賀城キ ャンパスを視察 した。

3.多 賀城キ ャンパス

・電気情報工学科の学生2名 が亡くなったため、グループ主任の石川先生が

弔問をする。

4.泉 キ ャンパ ス

・体育館の使用について、体育関係の教員か ら使用できる見通 しをお聞き したいという要望

があった。

→まだ確認 していな い。できるかぎり早く回答する。

・予算の削減 について、人間科学科よ り、派遣職員の委託費を除 くか含めるか(臨 時職員か

派遣職員か)に よって削減率(10%か20%)が 変わるため、基準等につ いて検討 して いた

だきたい。

→人事課、財務課 と相談する。



5.総 務部長

・学生ボランティアの関係で、マイクロバスを利用 したいという要望があった。現在、大型

免許を取得 して いる職員 に協力をお願いして いる。来週 月曜まで協力 していただ く職員は、

以下のとお りである。

火曜:山 本(入 試課)、 水曜:曽 根(学 生課)、 木曜:森 川(就 職課)、

金曜:山 内(泉 学生)、 月曜:菅 井(泉 施設)

2.そ の他(次 回の 日程等)

・次 回 の連絡 会 は、4月7日(木)16時 か ら行 う。



2011.4.6(水) 災害対策に関する連絡会

16時 ～3キ ャンパ ス打 ち合わせ(TV会 議 システ ム)

(進行:総 務部長)

1.報 告 事 項

1.総 務部長

・4月18日 の全学の集 いにつ いて、教員にメー リング リス トで連絡 した。また、各教員は最

寄 りのキ ャンパスに出て もらうように連絡する旨を再送信 している。なお、新任教員は、

当該キャンパスに行 くことになる。

・部長会で学事暦が提 出され、承認 された。

・対策委員会の案件 として、石巻地区か らのバス運行があ り、できる限 り実施 したいと考え

ている。オ リエンテー ション期間中は、石巻から多賀城キャンパスを経由 して土樋キャン

パスへ向かう。授業期間中は、石巻か ら多賀城キャンパスを経由し、仙台駅へ向かう。中

高か らは、さまざまな地域 にも経由 してほしいという要望があるが、実現は難 しい

2.多 賀城キャンパス

・食堂が一部復旧 した。

・グループ主任が弔問 した際、見舞金は従来の2万 円を支給 して いる。

→学長や財務部か ら、 これ とは別に見舞金を出してはどうか という動きがある。詳細が決

まった らあ らためて連絡す る。

3.泉 キ ャ ンパ ス

・特 にな し。

4.総 務担当副学長

・震災復 旧工事の工程表が提示 された。泉キャンパス分は教養学部長が泉へ持 って いく。多

賀城キャンパス分はすでに届 いているが、[学 基礎教育セ ンターが入っていないものであ

る。

→最新版が土樋 にあるので、速やかに送付す る。 工事の大部分は授業に間に合う見通 しで

ある。

→4号 館 の復旧につ いて、工程表では5月9日 までに直る見通 しである。

→今朝、地下鉄が4月29日 に全線 開通す るというニュースがあった。

2.そ の他(次 回の日程等)

・来週以降、部長会 ・課長会、学部長会が再開するため、この打ち合わせは今回で終 了する。




